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I　はじめに

　降水の酸素・水素安定同位体は，降水量の違い
や緯度・経度，標高および気温の違いなどにより
値が異なることから地域ごとに固有の特徴を有し
ている．こうした特徴は，これまでに地下水涵養
過程の解明やその他の水循環の研究などにおいて
多く用いられており，その有効性が示されてい
る．降水の安定同位体の特徴の一つに高度効果が
挙げられる．高度効果とは，標高の低い場所に降
る降水の同位体比は相対的に高く（重い同位体が
多い），標高の高い場所に降る降水ほど同位体比

が相対的に低くなる（軽い同位体が多い）という
現象である．これは，大気中の水蒸気が凝結し
て雨滴になる際には，雨滴に重い同位体が濃縮
し，気相には軽い同位体が留まることに起因して
いる．このような同位体分別が生じる相変化は
レイリー過程（Rayleigh process）に準じている
（Clark and Fritz, 1997）．具体的に示すと，山体
部においては，標高の低い場所に降る降水はより
初期の降水であるため水蒸気には重い同位体が多
く含まれており，そこから凝結した雨滴の同位体
比も相対的に高くなるが，降水が続いたまま時間
が経過するに従い水蒸気中から重い同位体が除去
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されてゆくため，結果としてより後期の水蒸気か
ら凝結して形成された雨滴の同位体比は初期のも
のと比べて低くなる．
　しかし，イベント降水の同位体比に着目する
と，降水の起源となる水蒸気の性状は様々であ
る．例えば，降水の同位体比は対象とする地点に
至るまでにその水蒸気がどれほどの降水を降らせ
てきたのかという過去の履歴に依存しており，同
じ場所においても各イベントで降水の同位体比に
は大きな差が生じる．しかし，降水が地下に浸透
して帯水層内において良く混合することにより，
多くの場合，地下水の同位体比は一定値となる
（風早・安原，1999）．こうしたことから，ある斜
面における降水の同位体高度効果が明らかになれ
ば，山体における地下水や湧水等の涵養域の推定
を行う際に有用な情報と成り得ると考えられる．
そこで，本研究では，筑波山の南斜面の複数地点
において観測を行い，明らかとなった降水の安定
同位体比の季節変化および高度効果などの特徴に
ついて報告する．

Ⅱ　研究対象地域の概要

　研究対象地域である筑波山は茨城県の南西部に
位置し，西側に男体山（標高 871 m），東側に女
体山（標高 877 m）の 2つの峰からなる独立峰で
ある．地質は山頂から標高 400 mには斑れい岩
が，400 m以下には花崗岩や斜面堆積物が同心円
状に広がっている．筑波山の西側には桜川，東側
には恋瀬川が流れており，山体を流れる渓流水や
地中水は西側斜面は桜川に，東側斜面は恋瀬川へ
と流出し，やがて霞ヶ浦へと流出している．山頂
付近には観光用の施設が建てられており，南側斜
面の標高 200 m付近から山麓にかけて民家が密
集している．また，山麓部の西・南・東側斜面の
一部には果樹園があり，主にみかん栽培が行われ
ている．標高 50 m以下の平野部には水田が多く
広がっており，米の産地としても知られている．

　筑波山山頂（旧筑波山測候所，標高 868 m）で
観測された気象データによれば（1982～ 2000年
データ），年降水量は 1230 mm，年平均気温は
9.7℃である．降水量は 5～ 6月の梅雨時期と，9
～ 10月の秋雨前線の時期に相対的に多くなる傾
向が認められる．日平均気温は 7～ 8月の夏季に
は 20℃を超え，1～ 2月の冬季には 0℃を下回る
ことが多い．一方，筑波山より南西約 13kmの下
妻（標高 20 m）における 1979～ 2000年の気象
データでは，年降水量は 1217 mm，年平均気温
は 13.7℃である．

Ⅲ　研究方法

　筑波山の南斜面の 6地点において，2005年 12
月から月ごとの降水採取を行った．採取装置を設
置する際には，できる限り樹木の影響の少ない場
所を選んだ．採取地点は，山麓部から TPA1（30 

m），TPA2（160 m），TPA3（275 m），TPA4（450 

m），TPA5（640 m），TPA6（878 m）とした（第 1
図）．それぞれの地点の概要を記すと，TPA1は関
東鉄道つくば北営業所に隣接する駐車場の一画，
TPA2は旧筑波駅から筑波山神社へとむかう車道
の脇，TPA3は筑波山神社よりやや北東方向に登っ
た場所，TPA4と TPA5は筑波山神社から御幸ヶ原
へと続く登山道の脇，TPA6は男体山の山頂にあ
る筑波山測候所の跡地（現在は筑波大学気象観測
ステーションが設置されている）である．
　それぞれの地点に，蒸発防止構造を有した降水
装置を設置した．降水採水装置に取り付けたロー
トは直径 15 cm，容器は 5 Lのポリエチレン製の
ものを用いた．採水は基本的には毎月 1回，月末
に採取した．現地では降水の採取量，pH，ECを
測定した．また各地点の降水量は以下の式により
求めた．

　P = S/（3.14× r2）× 10 （1）

　ここで，Pは降水量（mm），Sは採取量（ml），
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rは装置に取り付けたロートの半径（cm）である．
　採取した降水は 100～ 1000 mlのポリエチレン
製の容器に保存して研究室に持ち帰った後，一般
水質および酸素・水素安定同位体測定を実施し
た．一般水質のうち，Cl ─，SO4

2─，NO3
─，Na+，

K+，Mg2+，Ca2+についてはイオンクロマトグラ
フ（HICASP/VP Super，デュアル流路システム，
Shimadzu社製，および DXA120，DIONEX社製）
を，HCO3

─については pH 4.8アルカリ度滴定法を
用いて分析を行った．酸素・水素安定同位体比は
自動平衡装置による前処理を実施した後，安定同
位体質量分析装置（Finnigan MAT 252, Thermo 

Electron社製）により分析した．同位体比は，標
準平均海水（VASMOW）からの 1000分率偏差で
あるδ 値で示した．
　また，毎月の降水採取と併せて筑波山の渓流水，
地下水，湧水等の採取も複数回実施しているが，
この結果については別途報告する予定である．

Ⅳ　結果・考察

　本稿では，採取した降水データのうち，2006
年 1月から 12月までの 1年分のデータを用いて
考察を行うこととする．なお，TPA2では，降水

採取装置の破損により，8～ 12月のデータは欠
測となっている．

1．降水量，EC，pHの観測結果
　TPA1～ TPA6の地点の降水量，EC，pHの測
定データを第 1表に示した．
　降水量はいずれの地点においても 7月と 10月
は相対的に多く，1～ 3月は相対的に少なくなっ
ている．全体的にみると標高が高くなるにつれ降
水量は多くなっているが，TPA5の標高 640 mで
特に多くなる傾向がみられる．これは雲底高度と
関係していると考えられる．雲底とは雲が存在す
る部分で一番低いところのことを指し，また水蒸
気の凝結が生じて雲粒が生成されはじめる高度
のことを雲底高度という（吉野ほか，1985）．雲
物理学的な観点からすると，降水は雲底高度で
相対的に多くなる（例えば，浅井ほか，1981）．
こうしたことから，筑波山においては標高 640 m

付近に雲底高度が存在することが多いために，
TPA5の降水量が多くなっているのではないかと
推定される．
　ECは標高が高い地点ほど低くなる傾向が認めら
れるが，それほど大きな差はない．年変動をみる
と，1～ 4月において相対的に高い値を示す一方，
7月と 10月においては相対的に値が低くなってい
る．これらの月は降水量が多くなっており，降水
による希釈の影響があらわれていると考えられる．
　pHは標高が高くなるにつれて値が低くなってい
る．一般的に，炭酸ガス飽和時の降水の pHは 5.6
となり，それよりも低い pHを示す降水を酸性雨と
呼んでいる．酸性雨は，化石燃料の放出に伴って
大気中に排出された硫黄酸化物や窒素酸化物，塩
化物，フッ化化合物が複雑な化学反応によって硫
酸イオン，硝酸イオン，塩化物イオン，フッ化物
イオンに変化し，これらを大気中で取り込み酸性
度が高くなることにより生じている．日本各地に
おける酸性雨の平均値は pH 4.7～ 4.8を示してお
り，その約半分が硫黄化合物，約半分が窒素化合

第 1図　降水採取地点
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物に因るものであるとされている（日本陸水学会，
2006）．筑波山のデータをみると，TPA1の標高の
低い部分では降水の pHは 5.6以上となる場合が多
く，酸性雨の影響があまり及んでいないと思われ
るが，他の地点においてはほとんどの場合がpH 5.6
以下を示している．特に TPA6の男体山山頂の pH

は他の地点と比較しても値が低くなっており，よ
り酸性雨の影響が強くあらわれている． 季節変化を
みると，2，3月の pHは相対的に低くなっている．
この時期の降水量は相対的に少ないことが降水の
pHの低下に関与していると考えられる．

2．酸素・水素安定同位体比の測定結果
　TPA1～TPA6の降水量，酸素安定同位体比（以
下，δ 18Oとする），水素安定同位体比（以下，δD

とする）および d─excessの月変化を第 2図に，
δ 18O，δDおよび d ─ excessの数値データを第 1
表に示した．
　各地点における降水量，δ 18Oおよび δD値はほ
ぼ同じ季節変化を示している．降水量の多い 7月
と 10月の安定同位体比はいずれの地点において
も相対的に低くなっており，雨量効果が認めら
れた．また，1月の同位体比は相対的に低くなっ
ている（第 2図）．筑波大学構内で採取したイベ
ント降水のデータ（Yabusaki , 2006）による
と，2006年1月21日に約14 mmの降雪があった．
このイベントの同位体比は，δ 18Oは－13.5‰，δD

は－86‰と低い値を示しており，筑波山において
もこの時期の降雪の影響を受けているため同位体
比が低くなったと考えられる．地点間でデータを
比較すると，標高の高い地点ほど同位体比は低く
なる傾向が認められた（第 1表）．
　d─excess値をみると，冬季に高く，夏季に低
くなっており，4月と 10月に大きく変化する傾
向が認められる（第 2図）．d─excess値は以下の
式で定義される（Dansgaard, 1964）．

　d = δD－ 8 δ 18O （2）

　Dansgaard（1964）はまた，降水の d─excess

値は降水の起源となる水蒸気が蒸発するときの相
対湿度に大きく依存していると指摘している．例
を示すと，相対湿度の低い乾燥した場所において
急速に蒸発・水分補給が生じた場合の水蒸気の d

─excess値は高い値となり，相対湿度の高い湿潤
な環境下でゆっくりとした蒸発および水分補給が
生じて形成された水蒸気の d─excess値は低くな
るという現象である．日本においては，日本海起
源の水蒸気からもたらされた降水の d─excess値
は相対的に高く，太平洋起源の水蒸気によっても
たらされた降水の d─excess値は相対的に低くな
る．従って，関東地方の降水の d─excess値は，
太平洋起源の気団が活発になる夏季においては相
対的に低くなり，日本海起源の気団が活発になる
冬季においては相対的に高くなるという特徴があ
らわれている．こうした性質を利用することによ
り，ある地点における降水の起源などについて推
定することが可能となる場合もある．
　筑波大学構内で採取したイベント降水および月
降水のデータ（前述）においても，d─excess値
は冬季に高く，夏季に低いという特徴が明瞭にあ
らわれている．また，その変換点は 4月と 10月
に認められることから，この時期に太平洋側の気
団と日本海側の気団の勢力の交代があるのでは
ないかと考えられる（藪崎・田瀬，2005）．筑波
山の降水についても同様の傾向が認められる．
中部日本における平均的な d─excess値は 9.1～
22.2であるとの報告がなされており（早稲田・中
井，1983），筑波山の降水の d ─ excess値もほぼ
その範囲内にある．また，各地点のデータを比べ
てみると，標高の低い地点のほうが d─excess値
は低く，高い地点ほど d─excess値は高くなる傾
向があらわれている．こうした現象は御嶽山の南
東斜面においても観測されている（中村ほか，
2002）．このように，筑波山の南斜面において標
高の低い地点で d─excess値が低くなる原因とし
て，雨滴蒸発の影響が考えられる．これは降水蒸














